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〔は じめに〕

　ア ジ ア 起源 の 風 送 ダス トの 気候 へ の 影響を調べ る

た め
、 風 送 ダ ス ト発生域 の 1 つ と される 中国タ リム

盆 地北縁 の 阿 克蘇に お い て 、2001 年 3 月 か ら 2004
年 4 月 まで 、ア ン ダ

ー− igン サ ン プ ラー、ハ イ ボ リ ュ

ーム エ ア サ ン プ ラー、乾性降下物サ ン プ ラーを用 い

て エ ア ロ ゾル の 採取 を行 っ た。得 られ た結果か ら、
エ ア ロ ゾ ル の 大気 申濃度、粒 径分 布、乾性 降下物 の

降下 量、化学特性 等 を調 べ 、風 送 ダ ス ト発 生域に お

ける エ ア ロ ゾ ル の 特質 を検証 した 。

〔結果 と考察〕

L 阿克蘇 にお け る 風 向、風 速

　AWS の 観測 結果 に よ る と、阿克蘇 に お い て は 風 速

5m 以 上 （地 上 3m ） の 風向は謇季 と秋季に は東北

東か ら東 が優勢で あ り、強風の 観測 され る 頻度は 4

月が もっ と も高い 。夏季 （6 月か ら 8 月）に は西北

西 の 風 が 優勢 とな り、冬季 （ll 月 か ら 2 月）には風

速 5m 以 上 の 風 は殆 ど観測 され て い な い 。

2．ダ ス ト現象 の 発 生頻度 とエ ア ロ ゾ ル 濃度

　阿克蘇 に お け るダ ス ト現象は春か ら夏に か け て 発

生 しエ ア ロ ゾル 濃度、乾性 降下物 ともに 、春 か ら夏

に かけ て 増加 す る。上述 した強風 の頻度 と対応 し て 、

ダ ス トス ト
ーム の 発生頻度は 4 月 、5 月に高 くなる

が、3 月、4 月 は 強風を伴わない 浮塵現象が継続 し、
エ ア ロ ゾ ル 濃度の 高い 状態が続 く傾向が あ る。図 1

に示す よ うに、ハ イ ボ リュ
・一一ム エ ア サ ン プ ラ

ー

（TSP）、ア ン ダーセ ン サ ン プラ
ー （PMII 、　 PM2 ．D

によ る観測結果 は、4 月に高濃度 を記録 して い るが 、

乾性 降 下物は 、 春季だ け で な く 、 夏季 に も高 い 降下

量が観測 され て い る。 こ れ は 、ハ イボ リュ
ー

ム エ ア

サ ン プ ラ ー、ア ン ダーセ ン サ ン プ ラーに よ る 試料採

取 は、月 に 数 回実施する だ けなの で 、必 ず し もダ ス

ト現 象時に試料採取 が 行われ る とは限 らな い が 、ダ

ス ト現 象、特 に ダス トス ト　
・一

ム は夏季 にも し ばし ば

発 生 し て い る とい う観測 結果 に 対 応す る。

2．エ ア ロ ゾ ル の 粒径分布

　粒径 別 に 採 破 した エ ア ロ ゾル は 春 か ら秋 に か け て

は 粒径 3．3−7．0 μm に ピー
ク を持 つ

一峰性 粒径分布 を

示 し、鉱 物 質エ ア ロ ゾ ル か らなる。一
方、冬期 には、

エ ア ロ ゾ ル 濃 度 は著 し く減少 し、鉱 物質 エ ア ロ ゾル

に よ る粗 大粒 子（3．3−7．0 μm ）と人為起源 エ ア ロ ゾル

に よる微小 粒子（O．65−L1 μm ）領 域に ピー
クをもつ 二

峰性 粒径 分 布 を しめす。

3．可溶性イ オ ン の 分布

　粗大粒 子 域 の 主 要可溶性 イ オ ン は Na
＋

，　Ca社 C1
’
，

SO42
一
で あ り、阿克蘇周辺 の 表層土壌 に 多く見 られ る

炭酸カ ル シ ウム 、石 膏、岩塩等が土壌粒子 と共 に大

気中に舞 い 上が っ たも の と推定 され る 。 微 小粒子 域

の 可溶性イ オ ン（NH4
’
，
　NO3

’
，
　SO42

−
）濃度は冬季 に増

加 す る こ とか ら、冬季 の 暖 房 用 に使 用 され る石炭 燃

焼に伴 い 大気 中に放出 され るもの と思われ る。

4．主成分元 素組成

　阿克蘇エ ア ロ ゾ ル は、多量 の 蒸発 塩類鉱 物 を含む

と共 に、上部大陸 地殻 の 平均 値に比 べ Mg ，　K ，　Fe 含

量が 多く、 Si含量 が減少 して い る． また粒径が細か

くな るに し たが っ て Mg ，　K ，　Fe含量が増加 し、　 Si，
　Na

含量 が減少す る傾 向が見 られ る 。 石 英、長石 な ど の

比 較的粗粒 の 粒子 に 比 べ て 、微細な雲母 、粘土鉱物

が地表面か ら選択的に 大気中に供給 され る、或い は 、

大気 中に浮遊粒子 と し て 長時間滞留する こ とを示唆
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図 1 阿克蘇 にお け るダ ス ト現 象の 発 生頻度 、 乾性降

下物 降下 量 、全 エ ア ロ ゾル 濃度 （TSP ）、　 PMI ｝ （Q＜

＜ 11 卜m ）、　PM21 （〔pく く 2．1 ト匙m ）　濃度 ．
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